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Ⅰ 報告書の作成にあたって 

 

本報告書は、「仙北市『全国学力・学習状況調査』結果取扱要綱」に則って作成した。 

 報告書作成の基本的な立場については「第２条（結果の公表）」に基づき、また、その 

内容については、「第４条（改善策の立案）」の規定に従っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上の点を踏まえて、仙北市教育委員会が仙北市民に対する説明責任を果たし、学校の

教育及び教育委員会の教育施策の改善に資することを目的として本報告書を作成した。 

（結果の公表） 

第２条 

 仙北市教育委員会は公立学校設置管理者として地域住民及び保護者に対して結果につい

ての説明責任があることから、次のことに配慮しながら本調査の結果を公表する。 

 (1) 教科に関する調査結果の数値による公表や、個々の学校名を明らかにした公表など、

結果の公表が学校間の序列化や過度な競争につながるような公表は行わないこと 

 (2) 本調査の結果から教育及び教育施策の成果と課題を把握しその改善を図る必要があ

ること 

 (3) 本調査の結果の分析を踏まえて仙北市教育委員会として今後の改善方策を併せて示

す必要があること 

 (4) 本調査により測定した学力は特定の一部であること 

 (5) 本調査により測定した学力は固定値ではなく変化するものであること 

 

（改善策の立案） 

第４条 

 結果を受けた改善策は仙北市教育委員会北浦教育文化研究所「研究主任部会」及び「算

数・数学学習指導研究委員会」、「国語学習指導研究委員会」、「英語学習指導研究委員

会」に研究推進アドバイザーを加えた「仙北市『全国学力・学習状況調査』結果分析・改

善委員会」において、次の内容について立案し教育委員会に報告する。 

 (1) 主として「知識」に関する問題について、結果に応じてその内容を確実に児童生徒

に身に付けさせる方策について 

 (2) 主として「活用」に関する問題について、実生活の様々な場面に活用する力や様々

な課題解決のための構想を立て、実践し、評価改善する力を身に付けさせるための授

業改善のあり方について 

 (3) 改善のための仙北市教育委員会の教育施策のあり方について 

(4) その他 
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Ⅱ 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から 

・全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証 

し、その改善を図る。 

・学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

２ 調査対象 

  【小学校調査】 小学校第６学年 

  【中学校調査】 中学校第３学年 

 

３ 調査事項 

①児童生徒 

○教科調査〔国語、算数・数学、英語（中学校のみ）〕※英語は令和５年度以来の実施 

・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活 

 において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・ 

技能等 

・知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構 

想を立て実践し評価・改善する力等 

○質問調査 

・学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

②学校 

○質問調査 

・指導方法に関する取組や人的・物的教育条件の整備の状況等に関する調査 

 

 

４ 調査問題 

    ・学習指導要領で育成を目指す、知識及び技能や思考力、判断力、表現力等を 

問う問題 

    ・「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善のメッセージを発信。 

 

５ 調査期日  令和８年４月２０日（月）～５月２９日（金） 

       【教科調査】 4月 23日（木） 国語・算数（小）、国語・数学（中） 

              4月 20日（月）～2７日（月） 英語（中） 

       【質問調査】 4月 24日（金）～5月  8日（金）小学生 

4月 20日（月）～４月 23日（木）中学生 

4月 １日（水）～４月 17日（金）学校 

 

６ 調査を実施した児童生徒数・学校数 
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小学校 
児 童 数 （人） 

国語 算数 質問紙 

全国（公立） 922,411 922,778 922,778 

秋田県（公立） 5,510 5,508 5,510 

仙北市 129 129 129 

 

中学校 
生 徒 数 （人） 

国語 数学 英語 質問紙 

全国（公立） 841,873 842,491 839,203 842,491 

秋田県（公立） 5,776 5,771 5,756 5,776 

仙北市 158 157 157 158 

 

 

調査実施校数 小学校 中学校 

全国（公立） 18,077校(99.7％) 9,146校(98.9％) 

全国（国立） 74校(98.7％) 77校(96.3％) 

全国（私立） 120校(47.6％) 207校(25.9％) 

合計 18,271校(99.0％) 9,430校(93.1％) 

仙北市 ５校 ５校 
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１ 教科に関する調査の結果 

 

（1）概要 

 本調査における全国調査校（以下、全国）及び秋田県調査校（以下、秋田県）の平均正答

率と仙北市調査校（以下、仙北市）の平均正答率を、小学校６年国語・算数、中学校３年国

語・数学・英語で比較し、その状況が良好であるものを「成果」として、改善のために検討

の余地があるものを「課題」として以下に示す。 

 〈表１〉：全国及び秋田県の県平均正答率等とのスコア比較 

 教科等 区分 平均正答率  仙北市の状況  

小
学
校
６
年
生 

国語 
全国 (公立 )  60.9％  

概ね満足できる状況  
秋田県(公立) 65％  

算数 
全国 (公立 )  56.4％  

秋田県(公立) 58％  

中
学
校
３
年
生 

中
学
校
３
年 

国語 
全国 (公立 )  63.9％  

概ね満足できる状況  

秋田県(公立) 67％  

数学 
全国 (公立 )  57.0％  

秋田県(公立) 58％  

英語 
全国 (公立 )  ４９９  

秋田県(公立) ４８９  

※「仙北市の状況」は、〈表２〉の表現にしたがって国及び県の平均正答率との比較による。 

※中学校３年生の英語は平均ＩＲＴスコアによる比較となっている。平均ＩＲＴスコアは、各設問の 

正誤パターンの状況から学力を推定し、５００を基準にした得点で表すもの。 

 〈表２〉：〈表１〉の「仙北市の状況」に係る階層区分と表現（以下の表同じ） 

 階層区分 表現 

１ 
 国及び県の平均正答率と仙北市の平均正答率の差が
＋６％以上であるもの 

 十分満足できる状況 

２ 
 国及び県の平均正答率と仙北市の平均正答率の差が
＋６％未満～－６％より大きい状況であるもの 

 概ね満足できる状況 

３ 
 国及び県の平均正答率と仙北市の平均正答率の差が
－６％以下であるもの 

 改善が必要な状況 

※〈表２〉は「仙北市『全国学力・学習状況調査』結果取扱要綱」第３条（別表２）による。 

Ⅲ 結果 

※ 本調査は、幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実施し

ているが、実施教科が国語、算数・数学、英語の３教科であり、また、必ずしも学習指

導要領全体を網羅するものではない。従って、本調査の結果については児童生徒が身に

付けるべき学力の特定の一部分であることや、学校等における教育活動の一側面にすぎ

ないことに留意する必要がある。 

※ 「仙北市『全国学力・学習状況調査』結果取扱要綱」第２条に基づき、教科に関する調

査結果の数値による公表は行わない。〈表２〉の階層区分と表現による公表としている。 
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【成果】 

① 国及び秋田県の平均正答率と仙北市の平均正答率を比較した場合、〈表１〉にあるよ

うに、仙北市の小学校６年生の国語・算数の学習状況は「概ね満足できる状況」であ

る。 

② 国及び秋田県の平均正答率と仙北市の平均正答率を比較した場合、〈表１〉にあるよ

うに、仙北市の中学校３年生の国語・数学・英語の学習状況は「概ね満足できる状況」

である。 

【課題】 

① 秋田県の平均正答率と仙北市の平均正答率を比較した場合、小学校６年生国語、算数 

において仙北市が若干下回っている。 

② 秋田県の平均正答率と仙北市の平均正答率を比較した場合、中学校３年生国語、数学 

において仙北市が若干下回っている。 

 

〈グラフ１〉：全国と仙北市との平均正答率の差の推移（国語、算数・数学） 
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（2）設問分類・区分別集計結果から 

 本調査における設問を「学習指導要領の領域」「評価の観点」「問題形式」で分類し、全国

及び秋田県と仙北市の平均正答率を比較して、その状況が良好であるものを「成果」として、

改善のために検討の余地があるものを「課題」として以下に示す。 

 また、仙北市の状況の中で学年・教科・区分について「学習指導要領の領域」「評価の観点」

「問題形式」の視点から、その状況が良好であるものを「成果」として、また、改善のために

検討の余地があるものを「課題」として以下に示す。 

 

① 仙北市と全国との平均正答率比較 

校種 教科 十分満足できる状況 概ね満足できる状況 改善が必要な状況 

小
学
校
６
年
生 

国
語 

【指導要領の内容】 

〇言葉の特徴や使い方に関する事項 

【問題形式】 

〇短答式 

左記以外の全項目 該当無し 

算
数 

該当無し 右記以外の全項目 

【評価の観点】 

●思考・判断・表現 

【問題形式】 

●記述式 

中
学
校
３
年
生 

国
語 

該当無し 全項目 
 

数
学 

該当無し 右記以外の全項目 
【指導要領の領域】 

●Ｂ 図形 

英
語 

該当無し 右記以外の全項目 
【問題形式】 

●短答式／口述式 

 

② 仙北市と秋田県との平均正答率比較 

校種 教科 十分満足できる状況 概ね満足できる状況 改善が必要な状況 

小
学
校
６
年
生 

国
語 

該当無し 全項目 該当無し 

算
数 

該当無し 右記以外の全項目 

【評価の観点】 

●思考・判断・表現 

【問題形式】 

●記述式 

中
学
校
３
年
生 

国
語 

該当無し 全項目 該当無し 

数
学 

該当無し 右記以外の是脳目 
【指導要領の領域 

●図形】 

英
語 

該当無し 全項目 該当無し 
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 〈表３－(1)〉：「小学校６年国語」の設問分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象 

設問数 

秋田県平均正答率  

（公立） % 

全国平均正答率  

(公立 )％ 

仙北市の状況 

県との比較 国との比較 

 

 

の

内

容 

指 

導

要

領 

 

言葉の特徴や使い方に関する事項   （知・技） 4 73.5 66.8 概ね満足できる状況  十分満足できる状況  

情報の扱い方に関する事項       （知・技） 2 57.0 52.3 概ね満足できる状況  概ね満足できる状況 

我が国の言語文化に関する事項    （知・技） 0     

話すこと・聞くこと （思・判・表） 3 67.4 65.8 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

書くこと       （思・判・表） 2 48.4 45.7 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況  

読むこと       （思・判・表） 2 70.6 65.9 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

 

観

点 

評

価

の 

知識・技能 6 68.0 62.0 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

思考・判断・表現 7 62.9 60.1 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

主体的に学習に取り組む態度 0     

 

形

式 

問

題 

 

選択式 9 64.6 61.9 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

短答式 2 71.1 62.6 概ね満足できる状況 十分満足できる状況  

記述式 2 62.4 54.9 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況  

 

 

 〈表３－(2)〉：「小学校６年算数」の設問分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象 

設問数 

秋田県平均正答率  

（公立） % 

全国平均正答率  

(公立 )％ 

仙北市の状況 

県との比較 国との比較 

 

 

の

領

域 

指 

導

要

領 

Ａ 数と計算 8 62.6 61.1 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

Ｂ  図形 4 54.5 55.3 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

Ｃ  測定 1 77.8 78.1 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

Ｃ  変化と関係 3 39.7 41.1 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

Ｄ データの活用 4 51.6 48.6 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

 

観

点 

評

価

の 

知識・技能 12 60.1 60.1 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

思考・判断・表現 4 50.0 45.4 改善が必要な状況 概ね満足できる状況 

主体的に学習に取り組む態度 0     

 

形

式 

問

題 

 

選択式 5 57.4 56.0 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

短答式 8 58.9 59.7 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

記述式 3 54.2 48.5 改善が必要な状況 改善が必要な状況 
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〈表３－(3)〉：「中学校３年国語」の設問分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象 

設問数 

秋田県平均正答率  

（公立） % 

全国平均正答率  

(公立 )％ 

仙北市の状況 

県との比較 国との比較 

 

 

の

内

容 

指 

導

要

領 

 

言葉の特徴や使い方に関する事項   （知・技） 5 66.1 63.0 概ね満足できる状況  概ね満足できる状況 

情報の扱い方に関する事項       （知・技） 1 72.0 70.4 概ね満足できる状況  概ね満足できる状況 

我が国の言語文化に関する事項    （知・技） 0     

話すこと・聞くこと （思・判・表） 3 66.3 63.9 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

書くこと       （思・判・表） 3 71.2 67.4 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況  

読むこと       （思・判・表） 3 62.3 59.7 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

 

観

点 

評

価

の 

知識・技能 6 67.1 64.2 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

思考・判断・表現 9 66.6 63.7 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

主体的に学習に取り組む態度 0     

 

形

式 

問

題 

 

選択式 9 74.7 72.7 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

短答式 3 60.7 55.8 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

記述式 3 49.3 45.5 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況  

 

 〈表３－(4)〉：「中学校３年数学」の設問分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象 

設問数 

秋田県平均正答率  

（公立） % 

全国平均正答率  

(公立 )％ 

仙北市の状況 

県との比較 国との比較 

 

の

領

域 

指 

導 

要

領 

Ａ 数と式 5 69.5 67.8 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

Ｂ  図形 4 47.9 48.7 改善が必要な状況 改善が必要な状況 

Ｃ  関数 3 55.7 54.8 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

Ｄ データの活用 4 56.9 53.5 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

 

観

点 

評

価

の 

知識・技能 12 64.1 63.0 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

思考・判断・表現 4 41.2 39.1 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

主体的に学習に取り組む態度 0     

 

形

式 

問

題 

 

選択式 3 61.0 59.3 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

短答式 9 65.1 64.2 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

記述式 4 41.2 39.1 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 
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〈表３－(5)〉：「中学校３年英語」の設問分類・区分別集計結果 

分類 区分 
対象 

設問数 

秋田県平均正答率  

（公立） % 

全国平均正答率  

(公立 )％ 

仙北市の状況 

県との比較 国との比較 

指

導

要

領

の
領
域 

話すこと 5 62.4 62.8 概ね満足できる状況  概ね満足できる状況  

読むこと 5 59.4 60.0 概ね満足できる状況  概ね満足できる状況  

書くこと 6 41.9 43.1 概ね満足できる状況  概ね満足できる状況  

評
価
の 

観
点 

知識・技能 4 56.3 59.7 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

思考・判断・表現 12 52.9 52.8 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

主体的に学習に取り組む態度 0     

問
題
形
式 

選択式 10 60.8 61.4 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

短答式／口述式 2 49.7 55.8 概ね満足できる状況 改善が必要な状況 

記述式／口述式 4 38.0 36.7 概ね満足できる状況 概ね満足できる状況 

〈表３－(6)〉問題別における主な成果と課題 

 ※各教科の全問題から、県の正答率を最も上回るものを「成果」、下回るものを「課題」として、表記する。 

 教科 項目 問題番号／出題の趣旨 評価の観点 

小
学
校
６
年
生 

国語 

成果 
２二 考えとそれを支える理由や事例など情報と情報  

との関係について理解できる。（選択式）  
知識・技能 

課題 
１二（２）  資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるよ

うに表現を工夫することができる。（選択式）  
思・判・表 

算数 

成果 
１（１）  立方体の体積の計算による求め方について 

理解している。（短答式）  
知識・技能 

課題 
３（３）  異分母の大小を判断し、その理由を数や言葉を用

いて記述できる。（記述式）  
思・判・表 

中
学
校
３
年
生 

国語 

成果 ４二 文脈上の意味を捉えることができる（短答式）  知識・技能 

課題 
２一 目的や場面に応じて、集めた材料を整理し、伝  

え合う内容を検討できる（選択式）  
思・判・表 

数学 
成果 ９（１）  累積度数の意味を理解している。（短答式）  知識・技能 

課題 ８（２）  筋道を立てて考え、証明できる。（記述式）  思・判・表 

英語 

成果 
７  日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報  

を読み取ることができる（選択式）  
思・判・表 

課題 
10（１）  短い文章を読み、要点を捉え、考えとその 

理由を書くことができる。（記述／口述式）  
思・判・表 
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③主な成果と課題が見られた問題について          小学校６年生 国語  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
成
果
】 

問
題
番
号
２
二
（
３
・
４
年 

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項 

ア
）
正
答
１ 

【
花
山
さ
ん
の
文
章
の
一
部
】
の
下
線
部
①
に
続
く
文
と
し
て
適
切
な
も
の
を 

選
択
す
る
問
題 

【
課
題
】
問
題
番
号
１
二
２
（
５
・
６
年
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

ウ
） 

正
答
３ 

【
動
画
の
一
部
】
の  

 
 
 

の
部
分
の
工
夫
と
し
て
適
切
な
も
の 

を
選
択
す
る
問
題 
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 小学校６年生 算数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】問題番号１  ＜５年 Ｂ図形 （４）ア（イ）＞   正答 ８×８×８ 

一辺が８㎝の立方体の体積を求める式を書く問題 

 

【課題】問題番号３（３） 

    ４年 Ａ数と計算 ア（ア）、イ（ア） 

    ５年 Ａ数と計算 ア（ア）（エ）、イ（ア） 

７/３と７/４のどちらの方が大きいかを判断し、

そのわけを書く問題 
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 中学校３年生 国語  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
成
果
】
問
題
番
号
４
二
（
１
年 
書
く
こ
と 

ウ
） 

国
語
辞
典
を
参
考
に
し
て
、
「
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
」
と
同
じ
よ
う
な
内
容

を
表
す
別
の
表
現
を
文
章
中
か
ら
抜
き
出
す
問
題 

【
課
題
】 

問
題
番
号
２
一
（
１
年 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と 

ア
） 

正
答
１ 

発
言
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
問
題 

正
答 

 

次
の
い
ず
れ
か
の
よ
う
に
解
答
し
て
い
る
も
の  

「
あ
り
あ
り
と
映
し
出
し
て
い
る
」
、
「
心
に
思
い
描
く
」
、 

「
包
括
的
に
含
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
を
得
る
」 
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 中学校３年生 数学  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
成
果
】
問
題
番
号
９
（
１
） 

〈 

１
年 

Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用 

（
１
）
ア
（
ア
） 

〉 

正
答
１ 

 

全
校
生
徒
の
睡
眠
時
間
の
度
数
分
布
表
に
お
い
て
、
最
小
の
階
級
か
ら 

６
時
間
以
上
７
時
間
未
満
の
階
級
ま
で
の
累
積
度
数
を
求
め
る
問
題 

【課題】 問題番号８（２） ＜２年 Ｂ図形（２）イ（イ）＞ 

図１において、ＡＢ＝ＡＰ、ＯＢ＝ＯＰならば∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＰであることを、 

三角形の合同を基にして証明する問題  ※正答例は問題文中に掲載 
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 中学校３年生 英語  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

【成果】問題番号７（読むこと イ）  正答１ 

誕生日パーティーに関するメールを読み、最も適切な時刻を選択する問題 

【課題】問題番号１０ （読むこと ウ）  正答２ 

インターネットの使用に関する文章を読み、書き手が最も伝えたいことを選択する問題 
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２  児童生徒質問紙調査の結果 

（１） 概要  

 児童生徒質問紙調査について、仙北市の特に顕著な傾向がみられるものについて示す。 

 全国及び秋田県の状況と比較した場合、仙北市の小学校６年生と中学校３年生は、若干の

課題はみられるものの、全体としては望ましい傾向にあると言える。 

   

以下においては、肯定的回答率を中心に傾向や課題に触れる。肯定的回答率とは、 

質問紙の選択肢のうち「よくある」と「時々ある」、もしくは「している」と「どち 

らかといえば、している」、あるいは「当てはまる」と「どちらかといえば、当ては 

まる」等の割合のことを指す。 

 

（２）  小学校６年生にみられる望ましい傾向 

①「肯定的回答率」の高い質問

 小学校６年生の回答のうち、「肯定的回答」の占める割合が、９２％を超えた質問は、 

以下の表のとおりである。              

NO 
質問 

番号 
質問項目 

肯定的 

回答率 

（％） 

1 1 朝食を毎日食べている 94.5 

2 3 毎日、同じくらいの時刻に起きている 92.2 

3 9 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う 93.8 

4 12 いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う 95.3 

5 14 人の役に立つ人間になりたいと思う 95.3 

6 17 友達関係に満足している 93.0 

7 21 普段の生活の中で、幸せな気持ちになることがある 92.1 

8 46 
授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お

互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいる 
94.5 

9 63 算数の授業で学習したことは、将来、社会で役に立つと思う 94.5 

10 67 
５年生までに受けた授業で、図形や数直線など図が示された問

題では、問題を解くときに図が役に立つと思う 
94.6 
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②全国との比較から 

 仙北市と全国の小学校６年生肯定的回答等の割合を比較して、差が＋５ポイント以上のも

のは次の表のとおりである。 

NO 
質問 

番号 
質問項目 

肯定的 

回答率 

（％） 

全国 

比較 

県 

比較 

1 6 学校の勉強のことについて、親や家族と話している 87.5 12.5 8.3 

2 10 将来の夢や目標を持っている 90.6 8.8 4.0 

3 29 家に 11冊以上の本がある（雑誌、新聞、教科書は除く） 53.9 20.1 11.6 

4 33 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う 86.7 6.6 -0.2 

5 36 
自分はＩＣＴを使って学校での活動でプレゼンテーシ

ョン（発表のスライド）を作成することができる 
82.0 7.4 7.6 

6 50 
学級会における学級での話合いを生かして、今、自分

が努力すべきことを決めて取り組んでいる 
85.1 7.8 0.5 

7 52 国語の勉強は得意である 74.2 13.8 5.9 

8 53 国語の勉強は好きである 68.0 10.6 1.0 

9 66 
５年生までに受けた算数の授業で、どのように考えた

のかについて説明する活動を行っている 
68.7 5.7 -1.1 

10 67 
５年生までに受けた授業で図形や数直線など図が示さ

れた問題では、問題を解くときに図が役に立つと思う 
94.6 6.3 3.6 

※県の割合との比較は参考のために掲載 

 

（３）  小学校６年生にみられる課題とされる傾向 

① 「肯定的回答率」の低い質問 

 小学校６年生の質問事項に対する回答のうち、「肯定的回答」の占める割合が、３０％ 

未満となる質問項目はなかった。勉強の時間や文化的活動等における課題については、 

以下の表のとおりである。 

NO 
質問 

番号 
質問項目 

割合 

(％) 

1 23 
平日において学校の授業時間以外に、普段１日当たり２時間以上、

勉強をしている（塾、家庭教師、インターネット活用等含む） 
7.1 

2 24 
平日において学校の授業時間以外に、普段１日当たり２時間以上、

PC・タブレットなどのＩＣＴを、勉強のために使っている 
3.9 

3 25 
学校が休みの日に、１日当たり２時間以上、勉強をしている 

（塾、家庭教師、インターネット活用等含む） 
9.4 

4 30 新聞を週に１回以上読んでいる 7.8 
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②全国との比較から 

 全国と仙北市の小学校６年生の肯定的回答の割合を比較して、差が－４ポイント以下のも

のは次の表のとおりである。 

NO 
質問 

番号 
質問項目 

肯定的 

回答率 

（％） 

全国 

比較 

県 

比較 

1 7 学校での悩みについて、親や家族と話をしている 31.3 -4.2 -2.3 

2 13 
困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大

人にいつでも相談できる 
65.6 -5.0 -7.2 

3 23 

平日において学校の授業時間以外に、普段１日当

たり２時間以上、勉強をしている 

（塾、家庭教師、インターネット活用等含む） 

7.1 -14.5 -6.0 

4 26 

学校の授業時間以外に、１日当たり 1時間以上読

書をしている 

（電子書籍も含む。教科書や参考書、漫画や雑誌は除く） 

3.9 -8.0 -6.4 

5 35 
５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなど

のＩＣＴを、ほぼ毎日以上使用している 
21.9 -21.1 -15.4 

6 62 算数の授業の内容はよく分かる 73.4 -4.1 -4.4 

7 69 英語の勉強は得意である 55.4 -4.4 -7.8 

8 70 英語の勉強は好きである 44.6 -22.1 -27.7 

9 71 
将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職

業に就いたりしたい 
35.1 -10.3 -14.2 

10 72 
これまで、学校の授業以外で、英語を使う機会が

ある 
42.2 -4.0 1.0 

11 73 

家庭学習の課題（宿題）として、PC・タブレット

などのＩＣＴを使用して、英語の音声を聞いたり

英語を話す練習をしたりしている 

7.0 -7.0 -1.3 

※県の割合との比較は参考のために掲載 
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（４）  中学校３年生にみられる望ましい傾向 

① 「肯定的回答率」の高い質問 
 中学校３年生の回答のうち、「肯定的回答」の占める割合が、９２％を超えた質問は、 
以下の表のとおりである。 

NO 
質問 

番号 
質問項目 

肯定的 

回答率 

（％） 

1 1  朝食を毎日食べている 92.4 

2 3  毎日、同じくらいの時刻に起きている 94.2 

3 5  あなたの家では主に何語で話している 99.4 

4 11  人が困っているときは、進んで助けている 93.7 

5 12  いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う 98.1 

6 14  人の役に立つ人間になりたいと思う 96.8 

7 17  友達関係に満足している 96.2 

8 21  普段の生活の中で、幸せな気持ちになることがある 93.0 

9 36  インターネットを使って情報を収集できる（検索・調べ活動など） 96.1 

10 36  
ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴで文章を作成できる 

（文字、コメントを書くなど） 
92.4 

11 46  
授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに

協力しながら課題の解決に取り組んでいる 
94.3 

12 55  国語の授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に立つと思う 93.0 

② 国との比較から 

 生徒質問紙調査のうち、全国の中学校３年生と仙北市の中学校３年生の肯定的回答の割合

を比較して、差が＋１０ポイント以上のものは次の表のとおりである。 

NO 
質問 

番号 
質問項目 

肯定的 

回答率 

（％） 

全国 

比較 

県 

比較 

1 10 将来の夢や目標を持っている 78.4 10.8 3.8 

2 29 家に 11冊以上の本がある（雑誌、新聞、教科書除く） 51.0 14.3 7.6 

3 33 地域や社会をよくするために何かしてみたい 87.2 14.9 3.4 

4 52 国語の勉強は得意である 67.5 15.9 4.9 

5 53 国語の勉強は好きである 71.4 14.2 1.5 

6 54 国語の授業の内容はよく分かる 88.5 11.7 5.2 

7 70 英語の勉強は好きである 64.3 13.1 6.0 

8 80 

１、２年生のときに受けた授業では、キーボード 

を使って英語を書く活動を行っていた 

（画面上に表示のキーボードやフリック入力を含む） 

72.0 10.7 6.0 

※県の割合との比較は参考のために掲載 
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（５）中学校３年生にみられる課題とされる傾向 

①「肯定的回答率」の低い質問 

 中学校３年生の質問事項に対する回答のうち、「肯定的回答」の占める割合が、３０％ 

未満となる質問項目はなかった。勉強の時間や文化的活動等における課題については、以 

下の表のとおりである。 

NO 
質問

番号 
質問項目 

割合 

(％) 

1 23 

平日において学校の授業時間以外に、普段１日当たり２時間以上、

勉強をしている 

（塾、家庭教師、インターネット活用等含む） 

17.2 

2 24 
平日において学校の授業時間以外に、普段１日当たり２時間以上、

ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴを、勉強のために使っている 
0.6 

3 25 
学校が休みの日に、１日当たり２時間以上、勉強をしている 

（塾、家庭教師、インターネット活用等含む） 
6.3 

4 26 
学校の授業時間以外に、１日当たり 1時間以上読書をしている 

（電子書籍も含む。教科書や参考書、漫画や雑誌は除く） 
5.7 

5 27 

昼休みや放課後に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）を読

んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室（電子図書

館を含む）に週１回以上行く 

8.9 

6 28 

放課後や学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除

く）を読んだり、借りたりするために、地域の図書館（電子図書館

を含む）に週 1回以上行く 

1.3 

7 30 新聞を週に 1回程度以上読んでいる 10.9 

8 76 

家庭学習の課題（宿題）として、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴを

使用して、英語の音声を聞いたり英語を話したりする練習を週３回

以上している 

6.4 
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② 全国との比較から 

生徒質問紙調査のうち、全国と仙北市の中学校３年生の肯定的回答の割合を比較して、差

が－４ポイント以下のものは次の表のとおりである。 

N0 
質問 

番号 
質問項目 

肯定的 

回答率 

（％） 

全国

比較 

県 

比較 

1 6 
学校の勉強のことについて、親や家族を話してい

る 
68.2 -4.0 -5.2 

2 8 自分には、よいところがあると思う 78.3 -5.7 -7.9 

3 23 

平日において学校の授業時間以外に、普段１日当

たり２時間以上、勉強をしている 

（塾、家庭教師、インターネット活用等含む） 

17.2 -12.9 -3.7 

4 25 

学校が休みの日に、１日当たり２時間以上、勉強

をしていた 

（塾、家庭教師、インターネット活用等含む） 

6.3 -6.8 -8.2 

5 35 

１、２年生のときに受けた授業では、ＰＣ・タブ 

レットなどのＩＣＴを、ほぼ毎日以上使用してい

た 

35.0 -20.1 -20.7 

6 38 

１、２年生のときに受けた授業では、自分の考え

を発表する機会では、自分の考えがうまく伝わる

よう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発

表していた 

57.9 -7.6 -8.1 

7 60 数学の勉強は得意である 39.5 -9.0 -10.0 

8 62 数学の授業の内容はよく分かる 66.8 -7.4 -8.3 

9 67 

１、２年生のときに受けた授業では、文字式を用

いた説明や図形の証明を読んで、書かれているこ

とを理解できる 

61.8 -6.6 -8.8 

10 69 英語の勉強は得意である 33.1 -6.4 -4.4 

※県の割合との比較は参考のために掲載 
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＜小学校６年生＞ （単位：％） <中学校３年生＞ （単位：％）

仙北市 県比較 全国比較 仙北市 県比較 全国比較

95.4 0.7 1.8 92.2 -1.9 1.1

（８）自分には、よいところがあると思う

＜小学校６年生＞ （単位：％） <中学校３年生＞ （単位：％）

仙北市(％) 県比較 全国比較 仙北市(％) 県比較 全国比較

86.1 -2.0 0.6 84.3 -3.2 -0.2

（６）仙北市教育目標に関わる事項の経年比較
仙北市の教育目標に関わる項目について直近３年間の肯定的回答率の変化を次に示す。

【目指す子どもの姿】

　「ふるさとを愛し、豊かな心・確かな学力・健やかな体をもち、未来の
　　　地域や社会を支える意欲と高い志にあふれる仙北の子ども」の育成
　　　　～「骨太の人間の育成」「仙北市プライドの醸成」～

（１）朝食を毎日食べている

　以下においては、肯定的回答率を中心に傾向や課題に触れる。肯定的回答率とは、質問紙の選択肢の
うち「よくある」と「時々ある」、もしくは「している」と「どちらかといえば、している」、あるい
は「当てはまる」と「どちらかといえば、当てはまる」等の割合のことを指す。

３年間
平均値

３年間
平均値

３年間
平均値

３年間
平均値
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＜小学校６年生＞ （単位：％） <中学校３年生＞ （単位：％）

仙北市(％) 県比較 全国比較 仙北市(％) 県比較 全国比較

89.1 1.6 6.7 78.1 3.5 11.0

（１４）人の役に立つ人になりたいと思う

＜小学校６年生＞ （単位：％） <中学校３年生＞ （単位：％）

仙北市(％) 県比較 全国比較 仙北市(％) 県比較 全国比較

96.9 -0.7 0.9 96.5 -1.2 0.7

(３３)地域や社会をよくするために何かをしてみたい

＜小学校６年生＞ （単位：％） <中学校３年生＞ （単位：％）

仙北市(％) 県比較 全国比較 仙北市(％) 県比較 全国比較

90.8 1.6 9.2 88.5 2.8 13.9

３年間
平均値

３年間
平均値

（１０）将来の夢や目標を持っている

３年間
平均値

３年間
平均値

３年間
平均値

３年間
平均値
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Ⅳ 改善の方法 
１ 全体的な取組として 

（１） 指導改善の具体策 

教科に関する調査、児童生徒質問紙から見えてきた仙北市の課題を解決するために、それ

ぞれの部会で出された内容を次に示す。 

 

＜① 小学校 国語部会＞ 

☆実態 

・「国語が好き」「国語が得意」という子供たちの割合が高く、内面的なことや学習 

 に対する意欲が育っている。 

   ・話すことに関する問題、書くことに関する問題についての正答率が低いことの理 

    由として、情報量の多さにとまどっているケースが多い。 

・「引用」の意味を踏まえた学習活動を行う必要性がある。 

  ◎現在及び今後の実践 

・資料を活用して自分の考えを伝えることができる力を育む授業改善が必要である。 

   ・主語が誰であるかをはっきりさせることや読み取ったことを目的や意図に応じて 

    分類整理することができるようにするため、伝えたいことを明確にしながら問題 

の意図を読み取っていく力をつける。 

・文字数を制限して文章を書く取組を継続していくことにより、書くことへの抵抗 

 感を減らす。 

  

＜② 中学校 国語部会＞ 

☆実態 

・各学校の質問紙の回答において、肯定的回答が多く見られた。 

◎現在及び今後の実践 

・辞書を丁寧に使いながら、分からない言葉を調べる活動を行う。 

・グループやペアでの話合いや関わり合いにおいて、何のために行うのか目的意識を 

はっきりとさせた活動を行う。 

・考えをまとめるのが苦手な生徒に対しては、段階を経ながら活動したり、ウェビン 

  グなどの思考ツールを使いながら、視覚的にもまとめやすいようにする。 

・読書の時間を大切にすることで、国語好きを増やす。 

 

＜③ 小学校 算数部会＞ 

☆実態 

・算数が苦手だと感じている子どもが非常に多くなっている。 

  ◎現在及び今後の実践 

・授業中は分かっているものの、翌日には分からなくなっていることが多い。 

・新しいものが入ると、既習内容が分からなくなるなど、定着に課題を感じる。 

・スモールステップで段階を踏むような学習活動を展開することにより、各学年の 

学習内容の定着を図り、次学年での学習がスムーズに進められるようにする。 
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＜④ 中学校 数学部会＞ 

☆実態 

・得意不得意の二極化傾向が見られる。 

◎現在及び今後の実践 

・個別指導による苦手を克服する機会を設けるなど、学ぶ場の確保によって安心感を 

 得られるようにする 

 ・１Ｃ２Ｔの授業では、集団の理解度や段階に応じた説明や指導を充実させる。 

・分かったときの達成感を感じやすい教科の特性があるので、知的好奇心をくすぐる 

導入や教材提示を行う。 

・自分の考えだけではなく、発展や発見をするために他者理解をしながら共有する。 

・根拠を示して説明・表現できる力を鍛え、「できた」や「おもしろい」という感覚 

 に触れながら学びが深められるようにする。 

 

＜⑤中学校 英語部会＞ 

  ☆実態 

 ・聞く活動の繰り返しによってリスニング力の向上が図られている。 

◎現在及び今後の実践 

・帯活動を授業の前半で行うことにより、基本的な語彙力を身に付ける。 

・英文を書く力を鍛えるため、ＩＣＴも活用しながら書く活動を反復する。 

・フォームズ等による授業の振り返りにより、全員の見方や考えを共有する。 

 

＜⑤ 小学校 研究主任会＞ 

◎現在及び今後の実践 

・授業においてはハンドサインを重視したり、生徒の声や反応をとりあげたりする。 

・学びの約束や話し方や聞き方のルールを徹底することで学びの基盤をつくる。 

・チャレンジテストによって基礎基本の定着を図る。 

・読書や短い作文、ドリル学習などを朝の時間に行っていくことで、多様な力を身に 

付けていく。 

・一人勉強や宿題のそれぞれのねらいを明確にする。 

 

＜⑥中学校 研究主任会＞ 

◎現在及び今後の実践 

・覚えたことを活用して新しいものを発見したり、深めたりする力を鍛える。 

・授業を見合う会の実践、自校や他校の指導主事訪問や研究会等の参観により、授業 

 展開の様々な手法について学び、授業改善を行う。 

・校内の研究体制や授業づくりについて長期的かつ短期的なＰＤＣＡサイクルを循環 

 させ、実態や課題等に応じた具体策を講じていく。 
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（２） 各中学校区の情報交換から 

各校の課題及びその改善に向けた取組について、中学校区毎に情報交換を行った。共通す

る成果、課題を洗い出し、課題に対して、９年間を見通した対応策を話し合った。 

☆課題『生活面』 

 ①情報端末機器の使用時間の増加 

 ②SNSの利用による生活リズムの乱れ 

 ③自己管理能力の低下 

◎改善策 

 ①メディアコントロールの実施（小・中合同） 

情報端末機器や SNSの使用ルールについて児童生徒自身が考える。学校と家庭と

が連携して時間の使い方やのつきあい方について考える。 

   ②情報モラル教室の開催を図り、家庭でのメディア使用の在り方や安全な情報活用 

について理解を深める機会を設ける。 

③メディア使用時間、朝食の摂取状況、就寝時刻などについてのアンケートを実施し、 

結果は個人面談に生かし、それぞれの課題に応じた生活習慣の指導につなげる。 

④自分の気持ちのコントロールが苦手な児童生徒のために、気持ちを落ち着かせる 

ためのマインドセットの仕方や規則正しい生活リズムの定着について指導を行う。 

☆課題『学習指導面』 

 ①家庭学習の時間の確保（習慣化） 

 ②読書習慣、読書量 

◎改善策 

 ①課題意識や学習意欲が高まるような課題提示や話合い、関わり合いにより、互い 

に考えを深め合えるような場をつくる。 

   ②児童生徒の実態や発達段階、課題等を踏まえた授業構成を行い、楽しさや分かった 

    体験を通して、その教科が好きになる児童生徒が増えるような取組を行う。 

   ③読み聞かせや朝の読書時間の確保、図書委員会による集会や活動の充実などによ 

    り、本に触れられる機会を確保していく。 

 

（３） 共通実践すべき具体的方策 

仙北市内小中学校で共通理解の上で共通実践するべき方策 

①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

②資質・能力の三つの柱をバランスよく育成するためのＩＣＴの効果的な活用 

③心の通い合う明るいあいさつの励行 

④共感的な集団づくりのための「温かさや思いやりのある言動」の奨励 

生徒指導の実践上の視点にある「安全・安心な風土の醸成」の実現のため、「あいさつか

ら始まる解放された人間関係」の構築を目指し、上記４つを柱として実践を行っていく。 

同一中学校区での研修や研究、情報交換等による義務教育９年間の系統的・段階的な指導

の更なる充実を目指すとともに、「共通で目指す子どもの姿」、「共通で取り組んでいること」

を可視化するなど明確にしてその実践を継続していく。 
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２ 学年・教科・区分・設問ごとの具体的な改善の方策           

 学年・教科・区分について設問ごとの結果から、改善のために検討の余地があるものにつ

いては、次の資料等を活用して、課題解決を目指す必要がある。 

 ○「全国学力・学習状況調査 秋田県調査結果の概要」 

〈令和８年１０月 秋田県検証改善委員会〉 

 ○令和８年度 全国学力・学習状況調査「報告書」「解説資料」 

令和８年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた

説明会「説明資料」                    〈令和８年８月 国立教育政策研究所〉 

○「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力・判断力・表現力の育成に向けて～」 

【小学校版】            〈平成２２年１２月 文部科学省〉 

【中学校版】            〈平成２３年 ５月 文部科学省〉 

 ○「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 

〈令和２年３月 国立教育政策研究所〉 

 

３ 改善のための仙北市教育委員会の教育施策のあり方について    

 

1 地域の人材活用の仕組み作りと財政的支援  

 仙北市教育委員会は学校における地域人材等の活用及び特色ある取組について、一層の

支援を行う必要がある。 

 本市教委では平成２０年度から「学校教育バックアップ事業」を開始し、市内の各小・中

学校で教育支援活動をしている地域住民を「バックアップチーム」として登録し支援してい

る。今後も小・中学校において、授業場面での活用や授業サポートとしての活用を行い、事

業を充実させていく。 

 また、平成２５年度からは、各学校の特色ある「ふるさと教育・キャリア教育を推進する

取組」や教材の充実に対し一層の財政的な支援も実施している。平成２６年８月には「キャ

リア教育の視点を重視したふるさと教育」指導資料として冊子「ふるさと仙北学」を発行、

各校に配布した。平成２７年１２月にも同冊子を増刷し、各校に配布した。ふるさと教育を

基盤とした取組の充実が児童生徒の生きる力、地域社会における自己有用感の育成につな

がるようさらに働きかけていく。 

 さらに、学校・家庭・地域連携総合推進事業を立ち上げ、地域学校協働本部を設置し、コ

ミュニティ・スクールを設置していく中で、地域人材活用の仕組み作りに取り組んでいる状

況である。 

 

 ２ 北浦教育文化研究所研究委員会の充実について  

 上記Ⅳ－２の各種資料については、各学校の授業改善や研修における活用とともに、研究

委員会での研修内容として取り組むことが必要と考える。各校の充実した取組に効果のあ

る研究委員会の開催を目指す。 
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 Ⅴ　 参考資料等

 

資料１ 

 「全国学力・学習状況調査」結果取扱要綱

 

 平成１９年１２月２０日

                                                           教育委員会告示第１９号

 最終改正　令和元年１０月教育委員会告示第２２号

 

 （目的）

第１条　この要綱は、文部科学省が実施する「全国学力・学習状況調査」（以下「本調査」

　という。）の仙北市及び仙北市立小･中学校の調査結果について文部科学省から提供され

　る情報（以下「結果」という。）の取扱について必要な事項を定めることを目的とする。 

 

 （結果の公表）

第２条　仙北市教育委員会は公立学校設置管理者として地域住民及び保護者に対して結果

　についての説明責任があることから、次のことに配慮しながら本調査の結果を公表する。 

　(1)教科に関する調査結果の数値による公表や、個々の学校名を明らかにした公表など、

 　　結果の公表が学校間の序列化や過度な競争につながるような公表は行わないこと

　(2)本調査の結果から教育及び教育施策の成果と課題を把握しその改善を図る必要があ

 　　ること

　(3)本調査の結果の分析を踏まえて仙北市教育委員会として今後の改善方策を併せて示

 　　す必要があること

　(4  )本調査により測定した学力は特定の一部であること

　(5  )本調査により測定した学力は固定値ではなく変化するものであること

 

 （結果の公表の内容）

第３条　文部科学省が市町村教育委員会に提供する結果の資料（別表１）について、公表

 　に係る取扱は次の通りとする。

(1)「１」の公表については、国及び県の平均正答率と比較して（別表２）の「階層区分」

　によりそれぞれの比較結果を（別表２）の「表現」に基づいて公表する。「階層区分」

　と「表現」の関係についても併せて公表する。平均正答率の比較以外の結果は公表しな

 　い。

(2)「２」の公表については、「学習指導要領の領域別」「評価の観点別」「問題形式別」

　に国及び県の平均正答率と比較して（別表２）の「階層区分」によりそれぞれの比較結

　果を（別表２）の「表現」に基づいて公表する。「階層区分」と「表現」の関係につい

 　ても併せて公表する。各設問ごとの結果の比較は公表しない。

(3)「別表１」の「３」については、仙北市全体の特に顕著な傾向を示すものについて公

 　表する。
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(4  )「別表１」の「４」については、公表する。

(5)「別表１」の「５」については、仙北市全体の特に顕著な傾向を示すものについて公

 　表する。　

(6  )「別表１」の「６」～「８」は公表しない。

 

 （改善策の立案）

第４条　結果を受けた改善策は仙北市教育委員会北浦教育文化研究所「研究主任部会」及

　び「算数・数学学習指導研究委員会」、「国語学習指導研究委員会」に改善策の立案に

　必要な若干名の特別委員を加えた「仙北市『全国学力・学習状況調査』結果分析・改善

 　委員会」において、次の内容について立案し教育委員会に報告する。

(1)主として「知識」に関する問題について、結果に応じてその内容を確実に児童生徒に

 　身に付けさせる方策について

(2)主として「活用」に関する問題について、実生活の様々な場面に活用する力や様々な

　課題解決のための構想を立て、実践し、評価改善する力を身に付けさせるための授業改

 　善のあり方について

(3  )改善のための仙北市教育委員会の教育施策のあり方について

(4  )その他

 

 （結果の公表の方法）

第５条　第３条に示す公表の内容及び第４条に示す改善策は、仙北市教育委員会北浦教育

 　文化研究所において、改善策の策定後すみやかに報告書を作成し公表する。

 

 （情報公開）

第６条　仙北市情報公開条例第７条６号を根拠として第３条に示す公表内容以外の情報は

 　不開示情報とする。

 

 （その他）

第７条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は教育長が別に定める 

 

 附則

 　この告示は、平成１９年１２月２０日から施行する

 附則

 　この告示は、平成２６年１１月２８日から施行する

 附則

 　この告示は、令和元年１０月１日から施行する
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（別表１）「文部科学省が市町村教育委員会に提供する資料」（第３条関係） 

内　　容 備　　考

１ 　各市町村域内の公立学校全体の各 (1  )棒グラフ（正答数別児童生徒の割合）
教科区分別の調査結果概況 (2)数値（正答数別の児童生徒数、平均正

　答数、平均正答率、中央値、標準偏差）

２ 　各市町村域内の公立学校全体の各 (1)表（「学習指導要領の領域別」、「評価
教科区分別の設問別調査結果・解答 の観点別」、「問題形式別」の平均正答率） 
類型別調査結果 (2)表（各設問ごとの「学習指導要領の領

域別」、「評価の観点別」、「問題形式別」
の正答率、無回答率）

３ 　各市町村域内の公立学校全体の質 (1)表（児童生徒質問紙の各質問の選択し
問紙調査の回答状況 　別の児童生徒数、割合）（選択肢別の学

 校数、選択肢別の学校数の割合）
(2)棒グラフ（各質問の選択肢別の児童の
　割合）（選択肢別の学校の割合）

４ 　各市町村が設置管理する学校の参
加概況等

５ 　各市町村域内の公立学校全体の各 (1)表（各質問について※四分位層ごとに選
 教科区分別の調査結果と児童生徒質 　択肢別の児童生徒数）

問紙調査の結果のクロス集計表 (2)表（各質問について※四分位層ごとに選
　択肢別の児童生徒数の割合）

６ 　各学校の各教科区分別の調査結果 各学校に提供される情報
概況

７ 　各学校の各教科区分別の設問別調 各学校に提供される情報
査結果・解答類型別調査結果

８ 　各学校の各児童生徒の各教科の調 各学校に提供される情報
査・児童生徒質問紙への解答（回答）
状況

「※四分位層」…成績の上位から２５％のきざみで４つのグループに分け相関の度合いを
　　　　　　　  示す
 
 
 
（別表２）「（別表１）の１及び２の公表に係る階層区分と表現」（第３条関係） 

階層区分 表現

１ 　国及び県の平均正答率と仙北市の平均正答率の差が＋６％ 　十分満足できる
以上であるもの 状況

２ 　国及び県の平均正答率と仙北市の平均正答率の差が＋６％ 　おおむね満足で
未満～－６％より大きい状況であるもの きる状況

３ 　国及び県の平均正答率と仙北市の平均正答率の差が－６％ 　改善が必要な状
以下であるもの 況
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